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更生保護施設プラザあすなろ
入所者に対する講話について
　本年 10 月 1 日（木）、更生保護施設プラザあすな
ろにおいて、“誰一人取り残さない” 社会の実現に向
けた取り組みとして、現役警察官をお招きし、「再ス
タートに向けて」をテーマにご講話をしていただき
ました。
　数多くの犯罪者（再犯者を含む）と接してきた経
験から、犯罪という落とし穴に落ちてしまった主な
原因や、あすなろ入所者が退所後犯罪に巻き込まれ
ないための留意点、再び失敗しないための心構え等
について、実例を交えながら、具体的にお話しいた
だきました。また入所者が抱えている心配事や疑問
にもお応えいただきました。

　新年あけましておめでとうございます。
昨年中は、青森県就労支援事業者機構の活動に対し、
一方ならぬ御理解と御支援を賜り厚く御礼申し上げ
ます。
　また、2010年に当機構を立ち上げて11年目を迎え
ますが、この間の変わらぬ御協力にも重ねて御礼申
し上げます。
　本年も、より一層犯罪のない安全で安心して暮ら
せる社会の実現を目指し、犯罪や非行を犯した人た
ちの立ち直りの決め手とも言える『就労支援』に重
きを置き活動して参いる所存です。そのため、青森
保護観察所様の指導の下、全国就労支援事業者機構、
青森県の各更生保護関係団体、とりわけ協力雇用主
会と緊密に連携を図り【犯罪に戻らせない。戻らない】
を念頭に、事業の推進に努めて参ります。円滑な就
労支援のためには、新規協力雇用主の開拓や実雇用

第1回就労支援事業者機構
研修の開催について
　今回の研修は保護観察所のテレビ会議システムを
使用してオンラインで実施されました。10月５日と11月
９日の二回にわたり開催されました。研修の目的は、
ＮＰＯ法人としての強みを生かした法人運営が行え
るよう、経営基盤を強化することについてでした。

暴力団対策法で禁止されている27の行為

会　　長　　川　嶋　勝　美
常務理事　　鎌　田　喜代志
事務局長　　酢　谷　奈保子

新年のご挨拶 の拡充などの課題がある中、昨
年は工事業者の競争資格審査に
おける優遇措置（ポイントの加
算）の導入について、八戸市、
弘前市、青森市、青森県に要望
書を提出したところ、青森市に
おいては令和 2 年 4 月から、八
戸市においては令和 2 年 6 月か
ら導入が実現し、弘前市におい
ては令和 3 年から導入が予定さ
れております。さらに、青森県におきましても導入
に向けた計画が進められており、この朗報により協
力雇用主の登録数も 20社増加したところです。
　また、国の『再犯防止推進計画』の政府目標（令
和3年までに2年以内の刑務所への再入率を16% 以
下にする等 ) を達成し、【世界一安全な日本】【日本
一安全な青森】の実現に向けて一助として効果的な
就労支援事業に全力で取り組みます。
　コロナ禍の時ですので、皆様の御健勝を心からお
祈りいたします。
本年も引き続き、更なる御協力、御支援をよろしく
お願い申し上げます。

（一部抜粋）

川嶋会長



令和 2年度　受彰おめでとうございます

藤田　眞佐子様 （四種会員）秋の褒章　藍綬褒章　

弘前地区協力雇用主会就労支援事業者機構会長表彰　
会長　永澤　弘夫 様

　本年１０月９日（金）、現役警察官を招き、自主研修
の一環として「協力雇用主と警察との懇話会」が開催
されました。研修の内容として、各協力雇用主が保護
観察対象者を雇用した際に苦慮しがちな
　①給与の前借りへの対応
　②社用車や自転車等の貸与の可否等
　③前歴等の取扱い　　　　を取り上げました。

アシカ親方

協力雇用主のキャラクター アシカ親方

協力雇用主の自主研修の開催について協力雇用主の自主研修の開催について

暴力団で
　困った時の相談
①不当な再建取り立て
②みかじめ料の要求
③各種師団への介入
④機関紙、図書等の購読要求
⑤その他の不当な要求

公益財団法人 青森県暴力追放県民センター
青森市新町 2-2-7（青銀森町ビル 4F）

017-723-8930相談電話
な に さ 　 や く ざぜろ

　令和２年11月より協力雇用主に登録していただきました
高木と申します。事業内容は、りんご、梅などの果樹農業、
および農家民泊を行っております。
　私たち夫婦はともに青森県に地縁血縁のない京都府と埼玉
県からの新規移住者です。製造業の研究職として八戸市に転
勤してきましたが、先の大震災の津波で勤務先が壊滅的被害
を被ったことをきっかけに、就農に踏み切りました。
　また、従来から稽古を続けている合気道の開祖が「武農一
如」と唱えたことも、農業を志した理由の一つです。そして、
このたび、保護司を務められ、親しくしている合気道の先生
から、協力雇用主へのお誘いを受け、微力ながら誰かのお役
に立つことができればと思い登録させていただきました。
　当地からは八甲田の山並みや名久井岳を見ることができま
す。果樹園で作業していると、大自然の中で自分のちっぽけ
さを感じます。私たちの取り組む自然栽培農業を活かし、更
生のお役に立てればと思っています。
　微力ですが、どうぞよろしくお願いいたします。

三戸郡南部町
「まめきち自然農縁」「布施屋まめきち宿坊」新会員の紹介

〈連絡先〉　メール　naturalfarm.mamekichi@gmail.com

協力雇用主


